
専修大学・法学部・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６３４

基盤研究(B)（海外学術調査）

2017～2014

現代の代表制デモクラシー改革とプライマリーの意義に関する総合的比較研究

Comparative Study of Primary Elections in Contemporary Representative 
Democracies

７０３０２７８４研究者番号：

伊藤　武（ITO, Takeshi）

研究期間：

２６３０１０１３

平成 年 月 日現在３０   ６ ２０

円    11,700,000

研究成果の概要（和文）：　本研究は、現代の民主主義国における選挙政治で拡がりつつあるプライマリー（予
備選挙）について、基本的なデータを収集することを目的とする海外調査研究である。アメリカ、ヨーロッパ
（英・伊・クロアチアなど）、アジア（韓国・インドネシア）を対象地域として、通常の選挙と比較してデータ
が少ないプライマリーについて、選挙制度、投票データの収集を行い、後続する共同研究の基盤とした。収集さ
れたデータは一部先行して公開している。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to do a comprehensive survey of primary elections
 in contemporary democracies and to collect data for future joint research. The project covers 
recent developments of primary elections in Europe, the United States, and Asia. The collected data 
is expected to contribute to more detailed and theoretical comparative analysis and is to be open to
 other researchers.

研究分野： 比較政治、ヨーロッパ政治

キーワード： プライマリー　予備選挙　選挙制度　政党政治　民主主義

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
 現代の代表制デモクラシーは、選挙を通じ
た政治エリートの選出が、伝統的経路であっ
た政党組織や選挙の衰退や空洞化受けて、深
刻な機能不全に陥っていると指摘されてき
た。このような「民主主義の赤字」への対応
策として、近年先進国・ 途上国を横断して
急速に拡がりつつあるのが、候補者選定にお
けるプライマリー導入である。 
 しかし、現代でも、プライマリーへの注目
は、あくまで各国政治や個別政党など現実政
治のレベルに止まり、当事国でさえ制度的特
徴や選出過程は十分理解されておらず、 ま
してや政治学研究としてその重要性に相応
しい検討は進んでいない。従来の政治学研究
において、代表制の政治エリート選定をめぐ
る視角は、圧倒的に選挙研究に集中してい
た。ただし、既存研究の重点は政党組織主導
の選出過程に置かれ、プライマリーは一例と
扱われるに止まっている。 
 
 
 
２．研究の目的 
 本共同研究は、上記のような既存のプライ
マリー研究の限界を克服するために、選挙研
究一般に比肩しうるようなデータの蓄積が
必要であると考える。 
 そこで、本研究は、選挙制度・選挙運動、
候補者の属性・有権者の選好などを体系的に
調査・収集し、質的分析・量的分析双方にと
って比較可能なデータベースを構築する基
礎的データと知見を得ることを目的とする。 
 このような海外調査を通じて、通常選挙に
限定されがちな視点の限界を克服し、代表の
選出過程をより長い時間的資格から考察す
ることを可能になる。従来の選挙データ中心
の観察主義的研究では十分得られない分析
を行う基礎を構築することが政治学研究へ
の貢献として期待できる。 
 
 
 
３．研究の方法 
 プライマリーに関するデータが、基本的に
政党単位かつ現地語で保存されているため、
直接現地に赴いて政党事務所などを訪問・調
査しなければならないこと、過去の 
データについては現地の政党アーカイブや
地方紙報道資料なども調査対象として重要
であること、選挙に比べ情報が少ないために
現地の政治社会状況を熟知した専門家・ジャ
ーナリストなどへの直接的なインタヒビュ
ーが有益であることから、現地調査の必要性
は特に高い対象である。 
 そこで、本研究では、英米、欧州、アジア
の地域別、質的・量的分析の手法別に樹霜的
な研究グループを設定し、調査とデータの整
理を行う。 
 プライマリーとしての調査対象は、サンプ

ル数の少ない執政長官などから始め、議員候
補などサンプル数の多い領域にも対象を広
げていく。ただし、研究実施期間中も随時行
われるプライマリー、および比較対象となる
通常選挙のデータ収集についても、柔軟に行
っていく。 
 得られたデータは最終的に公開すること
を目指す他、中間的な分析は学会や論文など
の形で積極的に公開していく。そのため、適
宜共同研究の進捗確認や成果公開のための
打ち合わせ、研究会を開催していく。 
 
 
 
４．研究成果 
 まず、海外研究調査を主たる対象とする本
研究では、プライマリーをめぐる政治状況、
基本的な選挙制度、候補者と選出候補者の特
性などに関する基礎的データを、現地調査に
基づき収集した。また、一部データベース化
されている部分は、既存のデータベースやメ
ディアを利用して入手した。これらのデータ
は、論文などの中間成果、あるいは一部下記
のサイトで先行公開されている。最終的には、
2018 年度中に、最大限他の研究者も利用でき
るような形態で公開するように作業を継続
して進めている。 
 さらに、中間的作業として、各自あるいは
共同で、本研究のデータを活かした分析を論
文や学会発表、図書などの形で随時公開する
ように図ってきた。特に、計画 2年目に当た
る 2015 年度には、日本比較政治学会研究大
会において、外部の研究者も含めたプライマ
リーに関するパネルを企画し、アメリカ、韓
国の事例を中心に、プライマリーの現代選挙
政治における意義について検討した。特に、
イデオロギー的分断の促進や候補者特性へ
の影響など従来から論点になっているテー
マについて検討し、実際にはオープンかクロ
ーズドかなどの形態、法規制のあり方などに
よって差異が大きいことを明らかにした。 
 このパネル以外にも、各自が選挙政治、政
党政治、民主主義論などの領域における研究
に本研究の知見を適用し、積極的な発信に努
めてきている。プライマリーに関する国際共
同研究への参加や国際学会での報告、専門論
文の公開に加えて、一般向け書籍などにおい
ても、候補者選出過程の変化が看過しがたい
影響をもたらしていること、プライマリーの
活用も「民主主義の赤字」問題という現代民
主主義の抱える構造的変化の中に位置づけ
られることを明らかにしてきた。 
 今後は、2018 年度より採択された後継の実
証的共同研究において、本海外調査のデータ
を活用した実証的比較を行い、南米やバルト
など本研究では対象と出来なかった地域に
も分析を広げて、研究成果を公開していく。 
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